
（１）キリストの教えから人間としての生き方、在り方を学ぶ。
（２）民族・人種の違いを越え、互いの人権と、一人ひとりの特性を尊重する。
（３）体験を通し、創造性を豊かにする。
（４）世界市民としての品性を身につける。

　「一人ひとりの特性を認め合い、しなやかに共に生きることのできる力を育み、
　個々の可能性を最大限に伸ばす」
　友人と考え合い、伝え合い、聴き合う「学び合い」の中で、より奥行きのある「学び」
の追究を教育活動の中に位置づけています。日々、つながり合い、学び合うことは、子ど
もが多種多様な事象にぶつかっても、先の見通しを持って、主体的に課題を考察し、他者
と共に支え合いながら、新しい価値観を生み出し、立ち向かっていくことができる力につ
ながっていきます。

　1940 年、啓明学園は、帰国生のための教育の場としてスタートしました。今も、初等学
校の 33％の子どもが「国際生（多様な言語経験を持つ子ども）」で、日本で生まれ育った
子どもたちと、様々な生活背景を持つ国際生が共に学び合うことによって、異文化を尊重
し合う気持ちが育まれていきます。そして、多様な人々と共に生きていく力、一緒に地球
的課題に取り組む意識や行動力を身につけたグローバルな人間に成長していきます。

　五感のすべてを使って、様々な人や物と出会い、触れ合うことで生まれる感動を大切に
しています。人は感動すると、自分でできることを探ったり、行動しようという気持ちが
生まれます。その気持ちを日々の学習につなげていくことで豊かな心が育まれます。

　創立者三井高維氏が、学園創立にあたり人格形成の基盤としてこの標語を採用しま
した。初等学校では、毎日の始まりに礼拝で四つの標語を唱えています。

　夏坂　真澄　

　1940 年、軍靴の足音が響くなか、帰国子女を受け入れ、「広い視野のもと、豊かな
人間性と独自の見識を持ち、世界を心に入れた人を育てる」ため、啓明学園はスター
トしました。
　現在もなお、在校児童の３割は国際生（帰国生や外国籍の児童）であり、さまざま
な文化背景を持つ児童がいる環境は、広い視野でものごとを考えることを可能にして
くれます。また、上級生は外国語スピーチコンテストに参加するなど、英語教育も充
実しています。３万坪の自然に満ちた環境のなか、１学年２クラスの少人数の学校だ
からこそできる、児童一人一人を見つめ、個性を伸ばす教育を実践しています。

上級学校に
進むには

啓明学園中学校への内部進学を受け、入学が許可された児童
は啓明学園中学校に進学できます。

▼　　　　　　▼　　　　　　▼
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